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⽂在寅政権を理解するために知るべき韓国の「歴史的⾼揚感」の実態 
その主観的世界の中で⽇本は軽いものに 
⽊村 幹神⼾⼤学⼤学院教授 
⽐較政治学・朝鮮半島地域研究 
 
⾼揚感が⽀配した 2･28 と 3･1 
少し前の話になる。先⽉末、2 ⽉ 28 ⽇朝、筆者はソウルへと向かう機中にいた。翌⽇、今
年の 3 ⽉ 1 ⽇が、1919 年に勃発した 3･1 運動から 100 周年の記念⽇に当たっており、ソウ
ル市内の各所では⼤規模式典が予定されていた。 
 
だからこそ、韓国政治、とりわけその⺠族主義のあり⽅について研究してきた者として、是
⾮ともその現場を⾒て置きたい、と思った訳である。 
 
機中ではいつものように、配布される韓国の新聞各紙をかき集め、イデオロギーの左右なく
読みふけった。ソウルに到着する前に頭の整理をし、また、衰えるばかりの韓国語能⼒を少
しでも回復する為である。 
 
しかしながら、3･1 運動 100 周年を祝う前⽇の韓国の新聞において、これに関わる記事はさ
ほど多くはなかった。 
 
それは当然だった。なぜなら、前⽇の 2 ⽉ 27 ⽇からベトナムのハノイにて⽶朝⾸脳会談が
⾏われており、韓国の⼈々はその⾏⽅を、固唾を飲んで⾒守っていたからである。 
 
そして、この⽇の朝、筆者が機中で⽬にした韓国各紙の論調には明らかな特徴があった。 
 
それは左右のイデオロギーの別なく、この時の⽶朝⾸脳会談において何かしらの合意がな
されるであろう事を⼤前提として、さまざまな議論が展開されていた事である。 
 
背景にあったのは、これら韓国新聞各紙が主要な情報ソースとしていた韓国政府⾃⾝が、会
談について楽観していた事である。 
 
もちろん、韓国の⼈たちも⽶朝協議の主たる議題である核廃絶に向けて、さまざまな困難が
ある事を知らなかった訳ではない。 
 
にもかかわらず、韓国国内において楽観的な雰囲気が⽀配したのは、この時期の韓国、とり
わけ⽂在寅政権を⽀持する進歩派の⼈々の間の特殊な⾼揚感があったからである。 



 
それは朝鮮半島を巡る状況が⾃らの望んでいる⽅向に動いている、いや⾃ら⾃⾝が動かし
ている、という⾼揚感であった。 
 
半島情勢の「ドライバーズシート」 
とはいえ、このような韓国の雰囲気は我々には少し不思議に⾒える。なぜならば、⽶朝協議
の主体はいうまでもなく、アメリカと北朝鮮の両国であり、韓国はこれに直接参加する事な
ど出来ないからである。 
 
韓国の⼈々が、その協議に⾃らの努⼒の結果を投影して理解した背景には、理由があった。 
 
この点を理解する為には、⽂在寅政権が成⽴した 2017 年春の時点まで遡らねばならない。 
 
当時は北朝鮮が頻繁な核兵器や弾道ミサイルの実験を繰り返した時期であり、北朝鮮を巡
る国際環境は極めて緊迫した状態にあった。 
 
同じ年の 1 ⽉には、前年の⼤統領選挙にて当選したトランプが⽶⼤統領に就任し、新⼤統
領は北朝鮮への武⼒⾏使の可能性すら、ちらつかせていた。 
 
このような状況の中、⽂在寅政権が唱えたのが「ドライバーズシート論」という考え⽅であ
る。 
 
彼らはいう。朝鮮半島問題を 1 つの⾃動⾞に例えてみよう。この⾃動⾞にはこの問題に関
わる国々、つまり、アメリカや中国、さらには⽇本やロシア、そしてもちろん、南北朝鮮の
2 ヵ国が乗っている。 
 
しかしながら、ドライバーズシートは 1 つであり、全ての国が⾃由に⾃らの望む⾏き先へ
とこの⾃動⾞を導ける訳ではない。 
 
そして、これまでこの朝鮮半島問題という⾃動⾞のドライバーズシートに座っていたのは、
アメリカや中国という⼤国であり、本来の当事者である筈の南北朝鮮両国は後部座席に乗
せられ、運ばれるままの状態だった。 
 
だからこそ、重要なのはこの⾃動⾞がどこに⾏くかを決める事よりも、まずは当事者たる朝
鮮半島の国々、とりわけ韓国がドライバーズシートに座る事である。そしてこの⾃動⾞がど
こに⾏くべきか、は、その後、朝鮮半島の南北の⼈々が⾃由に議論して決めればよい、と。 



 
重要なのは、⽂在寅政権のみならず、多くの⼈たちが⾃らの住む朝鮮半島を巡る問題である
にもかかわらず、⾃らの存在をあたかも無視したかのように、北朝鮮と周辺国が事態を進め
る事に対する強い不安と不満を有していた事である。 
 
その意味で⽂在寅政権が唱えた「ドライバーズシート論」は、単に「左派」⽂在寅政権がそ
のイデオロギーに沿って作り上げたものではなく、このような、イデオロギー的差異を超え
た、多くの韓国の⼈々の感情を基礎としたものだった、と⾔える。 
 
北からの突然の追い⾵ 
この段階では、それは韓国の⼀⽅的な「期待」にしか過ぎなかった。⽂在寅政権が成⽴した
2017 年春の段階では、⽶朝は激しく対⽴し、成⽴したばかりの⽂在寅政権が、この関係に
関与する事は、難しいように⾒えたからである。 
 
だが、機会は突然やってきた。2018 年 1 ⽉ 1 ⽇、恒例の「新年辞」の中で、北朝鮮の指導
者たる⾦正恩が韓国との対話の意志を⽰したからである。 
 
これに韓国政府が⾶びつく形で始まった南北協議は予想外の速度で進み、わずか 2 ヵ⽉後
の 3 ⽉上旬、韓国政府は南北⾸脳会談を開催する事を発表した。 
 
あわせて、韓国政府は北朝鮮からアメリカとの会談の提案を伝え、トランプ政権はこれを即
座に受諾した。 
 
韓国にとって重要なのは、こうして北朝鮮の依頼を受ける形で、事実上、⽶朝交渉の仲介者
的役割を与えられた事であった。 
 
韓国の仲介者的な役割はその後も続き、5 ⽉末にトランプ⼤統領が突然、⽶朝⾸脳会談の中
⽌を発表した際には、直後に板⾨店にて第 2 回⽬の南北⾸脳会談を開催し、⽶朝のつなぎ
役としての役割を果たす場⾯も存在した。 
 
このような「北朝鮮とアメリカの間を韓国が仲介する」という状況こそ、正に⽂在寅政権や
韓国の多くの⼈が望んできた事態だった。 
 
ゆえに⽶朝協議の進展は、韓国にとってそれ⾃体の以上の意味を持つ事になった。協議の進
展以上に、協議に韓国が介在している事が重要であり、その介在が⼀定の意味を有している
事が特別な意味を持っていた。 



 
つまり、この状況が⽰すのは、朝鮮半島という名の⾃動⾞のドライバーズシートに座ってい
るのは韓国であり、⽶朝は朝鮮半島という⾃動⾞を韓国が望まない⽅向へと導く事はない、
と⽂在寅政権は理解したのである。 
 
だからこそこの状況は、韓国のナショナリズムを⾼揚させた。 
 
彼らはいう。これまで⼩国として無視されてきた韓国が、遂に⽶中といった⼤国と並んで、
朝鮮半島の⾏⽅を決める重要な協議に携わっている。このような事態の出現は、韓国が経済
発展と⺠主化を遂げ、真の先進国の⼀員となった事の証なのである、と。 
 
⾼揚の末、⽇本は⾒えなくなる 
しかし、このような韓国ナショナリズムの⾼揚は 1 つの副産物をもたらした。 
 
なぜなら、朝鮮半島を巡る情勢は⾃分達が動かしている、という⾼揚感は、逆に他国、とり
わけ⽶朝交渉の当事者である北朝鮮とアメリカを除く国々の存在を――少なくとも過去と
は⽐べて――軽視させる事となったからである。 
 
⾔うまでもなく、その典型が⽇本であった。 
 
今年 1 ⽉ 10 ⽇に⾏われた恒例の新年記者会⾒において、対⽇問題に対する発⾔を⼤統領が
避けようとした事、さらには、2 ⽉に東京で⾏われたシンポジウムにおいて⼤統領補佐官が
「北朝鮮問題に⽇本の役割はない」と語った事に現れているように、⽇韓関係の悪化にもか
かわらず、⽂在寅政権の関係者はその改善を急いでいるように⾒えない。その背景には、こ
のような対⽇関係の軽視が存在する。 
 
⽇本の朝鮮半島における影響はもはや⼤きくなく、だからこそ、⽇韓関係が悪化しても、韓
国は朝鮮半島問題のドライバーズシートに座り続ける事ができる。 
 
このような⽂在寅政権の認識は、政府関係者の対⽇政策に対する規律を失わせ、結果として、
政府の各所からあたかも⽇本を故意に刺激しているかのように⾒える⾔動が続出する事に
なる。 
 
それが典型的に現れたのが、今年 2 ⽉の国会議⻑の「天皇謝罪発⾔」であった。この発⾔
は、その内容以前に、その提起の⽅法はとても⽇韓関係の悪化を踏まえた慎重なものとは⾔
えず、だからこそ国会議⻑⾃⾝の説明は⼆転三転した。そこには、対⽇関係の重要性を考慮



せず、安易に発⾔できる雰囲気があり、また発⾔しても良い、という理解が存在した。 
 
だからこそ、去る 3 ⽉ 1 ⽇の 3･1 運動 100 周年は、植⺠地期に勃発し、そして⽇本の⼒の
前に早々に挫折する事を余儀なくされた 3･1 運動から 100 年を経て、⼒をつけた「先進国
韓国」の成⻑を祝うものとなるはずだった。 
 
その結果、この時、⾏われた各種イベントは、⽇本のメディアが「期待」して待ち受けたよ
うな、「反⽇」⾊の強いものにはならなかった。 
 
つまり、⽇本メディアがおどろおどろしく取り上げた、⽇本⼤使館前や、その⾄近にある慰
安婦像の前で⾏われた対⽇関係を糾弾し「怒りをぶつける」集会が、最⼤でも数百⼈程度の
⼈達しか集められなかったのに対し、数万⼈を遥かに超える光化⾨前のメイン会場で⾒ら
れたのは、この 100 年間の⺠族の発展を祝い、またその将来の更なる成⻑を祈念すべく、
ステージ上で、歌い、踊り、また伝統芸能を楽しむ「明るい」韓国の⼈々の姿であった。 
 
否、この表現でさえも実は正確ではない。なぜなら実際には、慰安婦像の前で⾏われた⽇本
政府を糾弾する集会においてすら、「明るく」「楽しそうに」⾃らの運動を盛り上げる歌を歌
い、ダンスを踊る彼らの姿があったからである。 
 
そこには、⼩国ゆえの⾃らの⾮⼒を嘆くかつての韓国の⼈々の姿はなく、⾃らが奉じる「⼈
権」や「⺠主主義」の価値を信じ、そこから「遅れた」⽇本を「上から」教え諭そうとする
⼈々の姿が存在した。 
 
情勢急変が迫る分⽔嶺 
とはいえ、その事は、さまざまな式典で、この社会の「影」が⾒られなかった事を意味しな
かった。⽇本や植⺠地⽀配への批判が背後に退く中、あちこちで⾒られたのは、北朝鮮を巡
る問題や深刻化する社会の格差問題を巡る、韓国内左右両派の対⽴だったからである。 
 
光化⾨前のメイン会場では、⽂在寅⾃らが記念演説を⾏い、⾃らの朝鮮半島政策と称する
「新韓半島体制」構想をぶち上げ、⽶朝⾸脳会談の決裂直後であるにもかかわらず、北朝鮮
との対話継続への強い意志を⽰した。 
 
これに対し、そこから数キロ南に位置する南⼤⾨付近には、「太極旗部隊」と通称されるこ
れまた万を超える保守強硬派が集結し、太極旗と星条旗、更には弾劾され獄中にいる朴槿恵
前⼤統領の写真を掲げて、北朝鮮との対話を進める⽂在寅政権を猛烈に批判した。 
 



メイン会場の周辺には、雇⽤問題を巡ってより強⼒な施策を求める左派労働組合のテント
も点在し、この社会の強いイデオロギー的分断状況を⽰す事となった。 
 
その事が⽰すのは、今の韓国の⼈々の圧倒的な関⼼が国外に対してではなく、⾃らの国内に
向けられているという事であり、また――少なくとも彼らの理解する限り――この社会を
巡る問題は実際、対外関係においてよりも、国内問題においてより深刻だ、という事である。 
 
だからこそ、⾃らの⺠族への⾃信の⾼揚と相まって、対外政策、とりわけその重要性が失わ
れつつある⽇本との関係は、彼らの視野には⼊らない状況になっている。 
 
強調しなければならないのは、彼らの⾏動を理解し予測するためには、彼らの⾃意識がどの
程度、客観的状況に⼀致しているかよりも、彼らの主観的認識それ⾃体が重要だ、という事
である。 
 
しかし、その事はまた彼らの主観的認識が客観的状況といかなる関係をも有していない、と
いうことではない。 
 
そして今、韓国を取り巻く状況は急速に変わりつつある。ハノイでの⽶朝⾸脳会談決裂後、
⽶朝の協議は上⼿く進んでおらず、北朝鮮は核施設を再稼働させ、3 ⽉ 21 ⽇には、第 3 回
南北⾸脳会談の合意により設置された南北連絡事務所から、⾃らの要員を撤収した。 
 
2018 年、⽂在寅政権が作り上げた対話の基盤は急速に失われつつあり、政権を⽀える進歩
派勢⼒の中には動揺が広がっている。 
 
このような状況の中、⼤きく膨らんだ韓国⼈の「⾃信」は突き崩され、彼らはもう⼀度、⾃
らの⾜元を⾒つめなおすようになるのだろうか。 
 
それとも、⾃らの「⾃信」の基盤の崩壊は、韓国をして更なる内なる対⽴を激化させ、対外
関係を看過する⽅向へと導いていくのだろうか。 
 
⽶朝の「仲介者」を任じる⽂在寅政権の出⽅と合わせて、⼤きな分⽔嶺になりそうだ。 


